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青森県における藍の教材開発

。ひ

Development of lndigo Plants in Aomori Prefecture for Teaching Materials 

北 *・熊 j畢健一村
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論文要議

ける「藍染めjは，古くから庶誌の衣騒の染色に患い

方のいくつかの地域にわずかに残っているだけである。近年，

もたせる教材の開発が活発に行われている。理科においても自

てし1

した教材の開発が数多くな

々は地域素材と

教材と

目しその教材化を検討し本県の児童・

とができるのではないかと考えた。

や「科学教材としての藍jについてのいくつかを提案し本教材が

してだけではなく，樫史を含めた総合的な教材として活

るものと

1.膝県教材としての藍

、て麻布地を藍染するようになったのは，海路.北前船で青森に徳島の藍が入るように会っ

てからとされるD。明治30年代 (1897年まで藍の栽培と「すくもJ製造および天然藍染工業が行われてい

弘前では慶安年間 (1648年に紺屋町に100軒程の紺屋(藍染工場)があった2)。しかし1878年に藍

るlndigoがドイツで化学合成仁成功し3) 1897年にBASF社によって工業合成されたた

に明治30年代から入手容易な化学受料が涜事L;JI. 天然藍染工場は次第に衰退していった。-方，弘前
市近郊の較柳町では明治政野の文明開化・富富強兵とともに三大政策である士族授産の基に 16~章軽藩士ら

iと平J[[の合流地点(下袋地区)で藍を栽培し 7すくもjの製造も行っていた。しかしインド産の安

され，また生産性の高いリンゴに代わられ，次第に衰退していったへ

工場はたったの 1軒(川崎染工場，弘前市亀甲町)

また現在，板柳町では極く僅かな土地でしか栽培が行われておらず(自家栽培)， IすくもJ製造技術につ

いては絶滅の状態にあり，今では津軽地方の特産品として「こぎん刺し」に名残を残すだけである。このよう

・藍史的に興味深い7'

16車部蕃領内では，集落内仁 1章子位の染屋が事表しており，染屋が藍を栽培して浅葱色に染め

藍泣布を染める回数を多くすると濃くなるが，頭部藷では班長が糞しかったために，染める回数少な

く，誌が薄くなり浅葱色になっていた。藍染めの期間は初秋から晩秋にかけてで 染めの饗用は正月払いで

ったと言われているヘ

1 )江戸時代，青森県における監に関する歴史的記述

g年)， 

いるものは数多いが，はっきり「藍染め」と記録されいてるものは1788年

る「輿毘関葉jの中に農夫が刺しこぎんを着ている凶であるへその図の中に

シコヂ言ト云モノ ノ布ヲ肩ヨ 1)両枯 白キ廉布ニテ邑々ノ リ，是ハ，
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サシコ布卜云フ」という記述があり.当時の農民が藍染めの衣服を身につけていたことがわかる巳。(資料 1) 

(資料1) ー農婦が刺しこぎんを着ている図-
比良野貞彦「奥民図嚢J1788年(天明8)

また菅江真澄は青森県の各地を旅し，人々の様子を日記に記録した菅江真澄は，その中に当時.人々が身

につけていた衣服の様子を以下のように書き記している。また津軽弘前では菅江真澄と親交のあった毛内

茂幹に衣服の絵を描かせている。これらの資料は青森県内で藍染めされた衣服を人々が身につけていたこと

を示しているへ(資料2・資料3) 

また，菅江真澄が書いた多くの日記の文中には，藍染めをした衣服に関する記述が数多く見られる。

瀬戸子(青森)や阿遮羅山(大鰐).平内について次の様な記述がなされており，当時の青森県に住む

人々にと って，藍染めの衣服が身近なものであったことがわかる81

「瀬戸子(青森)の浜にくると， ・・・ (略) ・・・この浦の娘らが織ったはなだ けすい藍色)の麻布

に背中にあたる部分だけをふとい白糸で綾に縫い取った衣服(コギンという)を着た男女・・・ 」

菅江真澄「外が浜づたいJ1788年 (天明 8)-
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阿遮羅山の西の麓早瀬野にて-19B雨があがったので. iさあ，でかけよう」というと，主人が「山道の

露がたいそうふかし1木立のなかを，そのいでたちではおぼつかない。みなこれを着て身支度をしていま

す。といった。ののこぎぬ(麻織の刺子にした着物)といって，いわゆるあおめいたもの(青麻布のよ

うなもの)・・・」

一菅江真澄「すみかの山J1796年(寛政8) 

結婚してから 3年の問，親里に行きかよう習慣のある初嫁，初婿が，きよらかにさしぬいをしたさなだ

(短衣をサナダといって肩にさまざまの刺繍のある紺の粗末な布衣)を着た男と・・・ (略)

(平内にて)

菅江真澄「津軽のっとJ1798年(寛政10)
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弘前については，慶安年間(1648年~)に表された「弘前古御絵図J 2に弘前城に隣接する紺屋町に100軒

ほどの紺屋(天然藍染工場)が見られる。現在では地区の名前にその名残を残すだけで¥隣町の亀甲町に藍

染工場が l軒あるのみである。(資料4・資料5) 

ヲム前古押絵図

(資料4) 弘前古御絵図より 2 (資料5) 現在の弘前市9

2)津軽における「冷やし染め」の存在

一般的な天然藍染め工業では，年間を通じて「藍染め」を行うために，藍の染め液が入った瓶を加熱し

醗酵(水に不溶なIndigoを水に可溶なLeuko-Indigoに還元する工程)させる方法がとられている。しか

し金木地方では明治末まで古来からの藍染めである「冷染(ひやしぞめ)Jで染めていた。この「冷染」は，

夏の水温の高くなる時期に 自然に藍を桶で醗酵させて染色液を作り 布を染める方法である。

文久元年 (1861年)生まれの 徳田 よし さん(金木町)はこの「冷染」で自ら衣服を織ったもの

(資料6)金木町徳田よしさん
(文久元年1861生) 右端

(資料7)徳田 よし さんが織って染
め刺したこぎん着物
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3)藍の名称

ヵれそ
。
'
ま
の

た

き

こ

おり.元々は

いるョ具体的に

濃い色を得ため}

際に藍の葉を臼でつく

と「勝ち」に結び、つけ，甲

Jかちん という

いられたようである

いたという

E 具体的な教材化にむけて

高等学校において，

ヨ

-生徒への教材とじ亡監をどのように応用する

ジーンズの色に{吏われており，児童・生徒にとっぜて

ら得られるものであることを知らなし

る諜子iまう豆童・ょっ

ると考えてい

鳴門教育大学や北海道教育大学では，

め)を中心に教材開発をおこなっている

ることのできる実験も少ないノ

いて染色

藍の乾燥葉を用し

I~ヨ三主
/しli!.-

ためには. 1 

る教材を種々検討

ら50分の聞で行われる必要が

し1くつかを以下に

〔日教材開発について

ら染め液を作る。

乾燥葉から染め液を作る è~. 一主主，最初の煮汁を捨ててから染め液を抽出する方按が一般的であ

る14) しかしこの方法では強烈なにおいが出ることはもちろん，時間がかかり

時間で誌できない欠点があった。できる限り染め液を作るところから児童・

短時間でなおかつ簡単な方法を考えた。

ど

とても l

~ iと考

材料

水酸化ナトワウム 八イドロサんファイトナトワウム

500mlビーカー，ガラス捧，ガーゼ¥輪ゴム.時計盟.シャーレ

-操作

( 1 )藍の乾燥葉50g・を量り取り，ガーゼにくるんでから輪ゴムでしばる 3

(2) 500mlのビーカーに水(またはお湯50
0

C以上)200mlを入れ，水酸化ナトリウムを10g加え，す

べて溶けたら八千ド口サルファイトナトリウムを薬さじで~lOg 入れる。

( 3 )この容渡にガーゼでくるんだ乾:操葉を入れる。ガラス棒を使ってガーゼ、 し色を

出させる。

(引乾操葉をくるんだガ

分iまど経った

( 5 )染め液を時計血やシャ…レに数ml入れ放置し詑の変化の様子を観察す

り出し る布を素平く S分から10

インジゴペン

通常，藍染液は布の染色のために用いられ

れ染邑する方法で時間がかかったc そこ

ンを考案し

を描けなし 1かと

.材料など

材料

油性ペンのよう

は染め液の中に無地の布を数回繰り返して入

時間の短縮及びその応用としてインジゴペ

なおかっ児童・生徒が自由に文字など
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器具類 試験管，ゴム栓 (ダブルキャ ップ).交換用フェルトペン先，ガラス管，紙 (布)

.操作

( 1 )ゴム栓 (ダブルキャ ップ)の中心に穴を開け，ガラス管

の先に市販されている交換用のフェルトペンの先をつけ

たものを通す。(資料8) 

( 2 )試験管に乾燥葉から作った染色液を入れ. (1)のゴム

栓をする。

( 3 )フェルトペンが染色液で、染ま ったら，紙や布に書いてみ

る。

(資料8) インジゴペン
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各部分から少量の染め液が漏れたり，せっかく書いたものが散ったりすることがあるので，現在更

に改良を検討している。

③ 琴藍の育て方 (学校教材用)のホームページの作成

青森県に存在する藍は琴藍 (Polygonumtinctorium)であり，通常は日当たりの良い場所で十分な肥

料を施すことで容易に学校園などで栽培できる。しかし都市部の大規模校では学校園のない場合が多

く，また.あってもスペースの狭い場合が多い。そこで学校でも容易に栽培できるプランターを用いた

方法をホームページにして公開することを考えている。現在ホームページは現在制作途中であり，完成

し次第に公開したいと考えている。

(2J中学校での授業展開例

中学校において藍を教材として授業を展開しようと考え，まずはどの学年で扱うのが最適であるかを検討

した。「中学校学習指導要領 理科第 1分野」では次のように記載されている1;'))

i (6)物質と化学反応の利用 (中学校3年生)

物質と化学反応に関する事象の観察・実験を通して，物質と化学反応の利用について理解させる

とともに，これらの事象を日常生活と関連づけて科学的にみる見方や考え方を養う。

ア 物質と化学反応の利用

(ア)酸化や還元の実験を行い，酸化や還元が酸素の関係する反応であることを見いだすこと。

(イ)化学変化によって熱や電気を取り出す実験を行い，化学変化にはエネルギーの出入りが伴

うことを見いだすこと。

(内容の扱い)

ア アの (ア)の「酸化や還元jについては 必要最小限のものに限ること。

イ アの(イ)の「エネルギーの出入りJについては，定量的な扱し、はしないこと。また，

イオンについては扱わないこと。

そこで，青森県平内町立東平内中学校の年間指導計画と照らし合わせ，中学校3年生の理科の授業に応用

できるものと考えた。以下の指導案は「平成15年度 東平内中学校 教育計画 (研究部)Jの指導案作成要項

をもとに検討したものである。
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-展開{71J

4)本時の指導〈略案)

( 1 )題材名 酸化・還元

( 2 )ねらい

酸化・

ら染め液を作り，その色変化を読察することによって， 司常生活における

1て理解を深めることができ

( 3 )研究計画との関わり

@ 

*酸化や還元について前時までに学習した内容を振り返り，般化や還元のメカニズム

るc

② 生徒の興味・関心を高めるような導入・

ら染め濃から実際に布を染色する潰示実験を行い 結色の布が青色に染色する様子を

ることで，生徒の興味・関心を導く号

自力解決の場面の設定と工夫

・自分で染色液を作り 布を染色させること

( 4 )本時の襲開
マー

教師の犠きかけ

①酸化とはどのよう

すか。

@染色液を作ってみよう O

展

ら酸素が取り除かれる

-酸化鋸から炭素粉末を患いて銅と二 l

酸化炭素ができ

-緑だった奇が時間がたつと青色に

なった。

i (用意するもの)

!麓乾燥葉50g，水酸化ナトリウム，ハ

イド口サルファイトナトリウム，ガー

ゼ¥輪ゴム， 300凶ピ一方-2錨.ガ

ラス棒

(手順)

量り虫り，ガーゼ

にくるんでから輪ゴムでし

@水(またはお湯50
0C以上)を200ml

の中に水監イヒナトリウムを10g入

れ，すべて溶けたらハイドロサル

ファイトナトリウムを薬さじで~lOg

入れる。

③ガラス棒を{吏

ガーゼを押し

乾燥葉を忽んだ

出させる。

-ハ fド口サルファイ j

トナトリウムを生

が喪うときは火

喜重2

分で量生装を作り，布の主号変;

35 ! 
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くギ容を入れ. 5分から10分ほど;・患が染まる現象や

経ったら空気中に放寵する。 I 模接ができたとき

⑤布を染めるだけでなく，染め液を時: の喜びを味わわせ

計皿やシャ…レに数rnl入れ放置し， たい。

色変化の機子を観察させる。

う・輪ゴムなどを利用して模様ができる

ょう ながら染色液に設す。
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分

活の酸化， I 5 

の伊1]を理解で!

きたか。 I分

盟. 3まとめ

り新学習指導要領が中学校において完全実施されており， -生徒の「生きる力」

ため，各学校において日夜研究が行われ実践されている。

理科においても「理科離れがj呼ばれて以政各教科と同様に議々な分野で研究がなされている。特に児

.生徒の科学的野奇心を持たせる教材の開発は各方語で活発に提案がされている。

々は，藍の色が変化する現象や醇棄とよって天然物化合物が還党ざれる様子，藍の学校教育現場で

の栽培方法や実際に授業展開することはもちろん，青森黒においての藍染め工業の震史や衣援を染生してい

理科ばかりではなく社会科や家庭科を含めた「総合的な学習Jの教材としても有効であることを

ものである。

「藍染めjは，なじみが薄く一般に知られてはいないが，明治以前から庶民の衣服の染色に用

いられており壁史のあるものである。また近年，化学物質が自然環境に与える影響を懸念する戸もあり，ゼ

口エミッションの考え方が主流となってきている。この観点から監を学校教材として活用することで，児

e生徒が環境問題にも取り組むことができるものと考える。

ゅの地域素材としての藍の教材化は，本県の完童・生徒の興味や関心，意欲や態度を喚起し科学的忠考

ることができるものとしては十分なものであると考えている。

-歴史教材にする した博物館及び資料館

・青森県郷土態

・青森事民文fヒセンター郷土資料室

・青森市「落吉館j → 五戸町にある残っている

-八戸甫博物態

・八戸市震史民俗資料舘

.三沢市麓史民裕資料蕗

の写真や歴史がよくわかる。

・三戸町麓史民俗資料館 → 藍かめ，紺屋使用ハケを収蔵〈鰭 在弁久次郎〉

・小111原湖民俗博物館 → コレクション数が多い(津軽，高部とも)

・上北町歴史民俗資料館

・南郷村歴史民裕資料館 → 無造作ではあるが，多くの衣類を収蔵している0

.六戸町舞土資料館

・野辺地町農史民謡資料舘

・平内町産史民俗資料館 → 数差をi訳載しているとのこと。
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